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33. 加藤　浩・横島美香・木村駿太・古川　純・富田－横谷香織・山口祐司・竹中裕行 2014：陸生ラ
ン藻の有効利用．日本宇宙生物科学会第28回大会（大阪・ 9月）　P21
34. 加藤　浩・横島美香・木村駿太・古川　純・富田－横谷香織・山口祐司・竹中裕行 2014：陸生ラ
ン藻の有効利用．日本地球惑星科連合2014年大会（神奈川・ 5月）　H－CG38－03
35. 加藤盛夫・植田智美・齋藤直人・永西　修・林　久喜 2014：飼料用イネ品種の疎植栽培におけ
る 1株植付本数が子実収量と飼料成分に及ぼす影響．日本作物学会第238回講演会要旨集：79.
36. 加藤盛夫・植田智美・齋藤直人・永西　修・林　久喜 2014：疎植栽培における 1株植付本数が
飼料用イネ品種の生育と乾物収量に及ぼす影響．日本作物学会紀事　83（別号 1）：286－287.
37. 関根さゆ里・下野綾子・下野嘉子・大澤　良 2014：ライグラス類における移入集団と逸出集団
間の遺伝子流動の制限要因．日本雑草学会第53回大会
38. 今泉文寿・西井稜子・上野健一・黒部皓生 2014：山岳域における森林伐採が冬季の微気象・土
砂移動へ及ぼす影響．日本地球惑星科学連合2014年度連合大会　ACG33－P02
39. 佐々木啓介・本山三知代・成田卓美・田川佳男・吉村　望・青木玲二・大江美香・萩　達朗・守
谷直子・尾嶋孝一・高山喜晴・中島郁世・小林美穂・室谷　進・野村　将・鈴木チセ・田島淳史・
千国幸一 2014：ブロイラーと地鶏肉の違いを表す食感評価用語．日本畜産学会大会講演要旨　
つくば国際会議場
40. 山川陽佑・堀田紀文・経隆　悠 2014：南アルプス破砕帯流域における降雨流出特性－大井川水系・
東河内沢流域における観測事例－．中部山岳地域環境変動研究機構2014年度年次研究報告会　
WM33
41. 山川陽祐・堀田紀文・經隆　悠 2014：南アルプス破砕帯流域における水・土砂流出特性の解析
－大井川水系・東河内沢流域における観測事例－．第 4回中部森林学会大会
42. 四方雅仁・星川　健・有泉　亨・福田直也・久保康隆・金山喜則・青木　考・江面　浩 2014：
トマト研究推進のための変異体およびDNAリソース整備．第32回日本植物細胞分子生物学会大
会
43. 四方雅仁・星川　健・有泉亨・福田直也・久保康隆・金山喜則・青木　考・江面　浩 2014：ナショ
ナルバイオリソースプロジェクト「トマト」におけるMicro－Tomを基盤としたトマトリソースの整
備．日本農芸化学会2014年度大会
44. 四方雅仁・星川健・有泉亨・福田直也・久保康隆・金山喜則・青木　考・江面　浩 2014：ナショ
ナルバイオリソースプロジェクト「トマト」におけるMicro－Tomトマト変異体リソースの整備．第
55回日本植物生理学会年会
45. 志水勝好・柴山美智子・山ノ内真恵・小関里奈・石川尚人 2014：刈取り高さが畑地および水田
で栽培されたケナフ（Hibiscus cannabinus L.）の地上部収量に及ぼす影響．日本作物学会．日作紀
83別号 1：326－327
46. 志水勝好・柴山美智子・石川尚人 2014：ケナフの形態・生理に関する研究　第十三報　飼料利
用を考えた水田栽培ケナフ（Hibiscus cannabinus L.）の生育に及ぼす異なる灌漑条件の影響．日本
熱帯農業学会．熱帯農業研究　7（別 1）：21－22
47. 篠遠善哉・久保田亜希・近藤始彦・丸山幸夫 2014：堆肥施用によるトウモロコシの土壌水分ス
トレス軽減効果の解析－光合成，クロロフィル蛍光特性および炭素同位体分別－．日本作物学会
紀事　83（別 1）：234－235
48. 秋葉よしえ・片桐孝志・山本倫成・田島淳史・本間秀彌 2014：農場で生産された生乳を活用し
た公開講座の実施．実験・実習技術研究会　岩手大学
49. 春日雄樹・後藤正和・阿拉騰達来・川村健介・阿拉塔・浅野敦之・田島淳史・石川尚人 2014：
リン酸施肥が内蒙古草原における草量および植物中リン含有率に及ぼす影響．日本畜産学会大会
講演要旨　つくば国際会議場
50. 上野健一・黒部皓生・今泉文寿・西井稜子 2014：中部山岳域の急斜面における森林伐採が凍結
融解に及ぼす影響．雪氷研究大会　P2－64
51. 森脇　聡・寺田康彦・巨瀬勝美・瀬古沢由彦 2014：MR microimagingによる 種なしカキの種子退
化課程の観察.第18回NMRマイクロイメージング研究会　P15－18
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52. 森脇　聡・寺田康彦・巨瀬勝美・拝師智之・瀬古澤由彦 2014：MR microimagingによる果実維管
束構造の可視化と定量的評価.園芸学会平成26年度春季大会研究発表　P96
53. 森脇　聡・寺田康彦・巨瀬勝美・拝師智之・瀬古澤由彦 2014：マイクロイメージングにおける
セグメンテーション誤差の検討.第42回日本磁気共鳴医学会大会　P420
54. 森脇　聡・薄井実香・玉田大輝・寺田康彦・巨瀬勝美・瀬古澤由彦 2014：MRIを用いたニホン
ナシ果実維管束構造の解析．園芸学会平成26年度秋季大会　果003: P90
55. 神戸　瞳・石原慎矢・石川尚人・田島淳史・浅野敦之 2014：ニワトリ精子における膜ラフトの
存在及び凍結保存による特性変化．春季日本家禽学会　筑波大学
56. 星川　健・四方雅仁・有泉　亨・福田直也・金山喜則・久保康隆・青木　考・江面　浩 2014：
ナショナルバイオリソースプロジェクト「トマト」における整備状況と将来の展望．園芸学会平成
26年度春季大会
57. 星川　健・四方雅仁・有泉　亨・福田直也・金山喜則・久保康隆・青木　考・江面　浩 2014：ナショ
ナルバイオリソースプロジェクト「トマト」の成果と展望．日本育種学会第125回講演会
58. 西井稜子・今泉文寿 2014：南アルプスにおける過去40年の大規模崩壊の発生状況と土砂生産．
日本地球惑星科学連合2014年度連合大会　HDS29－P02
59. 斉木理彩・野村　将・萩　達郎・成田卓美・小林美穂・橘内克弘・田島淳史 2014：チーズの熟
成促進機能を有する非スターター性乳酸菌の分離および特性解明．日本畜産学会大会講演要旨　
つくば国際会議場
60. 中島友紀・Villareal MO・礒田博子・浅野敦之・石川尚人・田島淳史 2014：雌雄のニワトリ胚に
存在する生殖細胞における遺伝子発現パターンの解析．第107回日本繁殖生物学会　帯広畜産大
学
61. 中島友紀・Villareal MO・水野恵理子・礒田博子・浅野敦之・石川尚人・田島淳史 2014：ニワト
リ生殖巣生殖細胞における胚発生に伴う遺伝子発現の変動解析．春季日本家禽学会　筑波大学
62. 中島友紀・水野恵理子・浅野敦之・石川尚人・田島淳史 2014：ニワトリ生殖腺における雌分化
抑制を及ぼすアロマターゼ阻害剤投与条件の検討．第118回日本畜産学会　つくば国際会議場
63. 中島友紀・浅野敦之・石川直人・田島淳史 2014：ニワトリ生殖巣生殖細胞を単独移植した場合
における移住・増殖能の解析．秋季日本家禽学会　鹿児島大学
64. 藤森祥平 2014：ネジバナの菌根菌．ラン懇話会69回大会
65. 藤森祥平・阿部淳一・山岡裕一 2014：Epulorhiza属の種分類における数珠状細胞形態の重要性に
ついて．日本菌学会58回大会
66. 藤森祥平・阿部淳一ピーター・遊川知久・木下晃彦・山岡裕一 2014：ネジバナの菌根菌
Epulorhiza　repensで見られたrDNA ITS領域塩基配列の多型について．平成26年度日本菌学会関東
支部年次大会
67. 八木浩司・佐藤　剛・今泉文寿・林　一成 2014：重力性山体変形現象の発生時間スケールと地
震─静岡県口坂本地すべり上部～山伏にかけての稜線での掘削調査─．日本地理学会2014年春
季学術大会
68. 八木浩司・林　一成・今泉文寿・佐藤　剛・檜垣大助 2014：重力性山体クリープ変形の限界領
域を示す地形量としての起伏度，山体釣鐘形状度，山体歪み度．日本地球惑星科学連合2014年
度連合大会　HDS29－P05
69. 樋口桃子・坂上潤一・丸山幸夫 2014：NERICAの葯および花粉形態, 受粉特性に及ぼす穂ばらみ
期および開花期の土壌水分ストレスの影響．日本作物学会紀事　83（別 1）：162－163
70. 富田－横谷香織・阿部友亮・佐藤誠吾・長谷川洋一・染郷正孝・馬場啓一・加藤浩・鈴木利貞・
片山健至・CosmoBon 2014：宇宙環境実験に最適なマメザクラ(Prunus incisa)株の作出　日本宇宙
生物科学会第28回大会　大阪
71. 富田－横谷香織・阿部友亮・佐藤誠吾・馬場啓一・加藤　浩・鈴木利貞・片山健至 2014：サクラ
属樹木の閉鎖生態系導入のためのモデル化．第58回宇宙科学技術連合講演会　長崎
72. 富田－横谷香織・阿部友亮・木村駿太・佐藤誠吾・馬場啓一・加藤　浩・鈴木利貞・片山健至
2014：樹木盆栽(CosmoBon)を用いた宇宙船内環境改善の検証：CosmoBon．第15回宇宙科学シン
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ポジウム　相模原
73. 富田－横谷香織・馬場啓一・加藤　浩・鈴木利貞・片山健至・樹木 WG 2014：閉鎖生態系システ
ムにおける樹木利用研究の発展性．2014生態工学会年次大会　静岡
74. 富田－横谷香織・阿部友亮・木村駿太・加藤　浩・馬場啓一・鈴木利貞・片山健至 2014：宇宙環
境における樹木研究．RT　宇宙環境利用科学シンポジウム　相模原
75. 米澤朋起・春原由香里・松本　宏 2014：5－アミノレブリン酸によるトウモロコシの成長促進効
果へのヘムの関与．日本雑草学会第53回大会
76. 望月玲於・山下綾子・青柳秀紀 2014：ストロンチウムがツバキ花粉の生理活性に及ぼす影響の
解析．平成26年度日本花粉学会大会
77. 望月玲於・山下綾子・青柳秀紀 2014：セシウムが花粉の生理活性に及ぼす影響の解析．平成26
年度日本花粉学会大会
78. 落合菜知香・山崎晃司・藤岡正博 2014：定着初期段階におけるアライグマの生息分布と繁殖状況．
第61回日本生態学会日本生態学会　PB2-158
79. 林　一成・八木浩司・佐藤　剛・今泉文寿・檜垣大助　2014：地すべり危険度評価に用いる地
形量としての山体釣鐘形状度の修正．第53回（公社）日本地すべり学会研究発表会　P－21
80. 鈴木浩之 2014：Species composition and patterns of occurrence of Coleosporium species on needles of
Pinus densiÀora in Sugadaira Montane Research Center, University of Tsukuba, Nagano, Japan．第10回国
際菌学会
81. 澤戸利衣・阿拉騰達来・永西　修・後藤正和・浅野敦之・田島淳史・石川尚人 2014：高栄養飼
養条件が内蒙古在来品種スニトヒツジの排卵数におよぼす影響．日本畜産学会大会講演要旨　つ
くば国際会議場
82. 藏滿司夢 2014：オトシブミ類の卵寄生蜂 Poropoea morimotoi（Trichogrammatidae）と寄主の揺籃サ
イズの関係．第74回日本昆虫学会小集会「寄生性蜂類の集い」
Ⅳ．博士論文
生命環境科学研究科
Hanen Sbei：Genetic analysis of salt tolerance in Asian germplasm of barley
Nejla Turki：Mapping and analysis of QTLs for tolerance to salinity in durum wheat
Nyo Nyo Thet：Isolation of Previously Uncultured Rumen Bacteria by Using Modi¿ed Media.（改良した培
地による未培養ルーメン細菌の分離）
黒部皓生：森林伐採に伴う微気象変化と表層土壌の凍結融解作用へ影響
織部治夫：ホルスタイン種雌牛の成長過程における飼料中第一胃分解性および非分解性タンパク質
の構成割合に関する栄養学的研究
新開純代：Caldicellulosiruptor bescii分泌タンパク質のセルロース糖化機能解析
中島友紀：ニワトリ初期胚に存在する生殖巣生殖細胞を利用した鳥類遺伝資源の長期保存および個
体復元システムの構築
米澤朋起：5－アミノレブリン酸による作物の成育促進効果へのヘムタンパクと窒素代謝の関与
Ⅴ．修士論文
生命環境科学研究科
MITIO HH：Study on Sugar Metabolism of Japanese Pear Buds during Dormancy Period under Mild Winter
Conditions
WANG HW：The Development and Maturity of Blackberry Fruits and the Effect of Different Storage
Conditions of Fruit Quality
吉村　望：新規乳発酵スターターの選抜と特性評価
興野若菜：内蒙古典型草原における地上部生産量と土壌成分（窒素およびリン）の関係について
高橋直人：殺菌剤オリサストロビンによるストレス軽減を通したイネ生育促進作用の発現機序
黒部皓生：森林伐採に伴う微気象変化と表層土壌の凍結融解作用へ影響
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篠遠善哉：トウモロコシの生育および収量に及ぼす灌漑間隔と堆肥施用の影響
植田智美：疎植栽培が草型の異なる飼料用イネ品種の生育，乾物収量および飼料成分に及ぼす影響
の解明
千田ゆかり：サクラ属樹木Prunus sp. TP－18由来の有用機能性物質に関する研究
藤森祥平：夏咲きおよび秋咲きネジバナから分離した菌根菌Epulorhiza属の分類学的所属
樋口桃子：NERICAの穎花形成、稔実、登熟に及ぼす土壌水分ストレスの影響
風戸惠津子：カラマツ人工林における間伐が土壌呼吸と森林の炭素収支に及ぼす影響
服部徹也：ホルスタイン搾乳牛における左右選択行動に関する研究
保田伊代：再生イネの飼料化によるメタン発生削減効果の評価
木村弥瑛：中国内蒙古自治区ハルゴビガチャにおけるウジムチンヒツジの双子生産放牧システムの
特徴および双子率増加の栄養学的要因解明（平成24年度専攻長表彰）
鈴木浩之：Coleosporium属菌のアカマツ上での分布制限要因の解明
鈴木美穂：エジプトナイルデルタ地域における気温および灌水条件がトウモロコシ（Zea mays L.）茎
葉部の飼料価値に及ぼす影響
Ⅵ．卒業研究
生物資源学類
稲崎史光：籾殻くん炭がイネの生育・収量に与える影響の解明
永井博也：ソバの標準連鎖地図の作成と遺伝解析への応用
古木香名：草原を利用する鳥類と本州高標地域の牧草地の関係
今野玲音：自由行動時のホルスタイン搾乳牛における定位行動
佐藤文香：エジプト・ナイルデルタにおける水稲の生育，収量および水利用効率に及ぼす灌漑間隔
の影響
作田雄紀：ナンヨウアブラギリの挿木繁殖において花芽形成が見られた挿木の形態的特徴について
山内実月：ソバの生態型分化に関わる集団内花粉流動の解析
神戸　瞳：ニワトリ精子細胞マイクロドメインの存在及び凍結保存による特性変化
谷島希望美：サクラソウ花冠における色素合成関連遺伝子の発現を調節する転写因子の探索
渡邊郁美：クリンソウの異形花柱の崩壊の程度と遺伝的多様性の関係について
嶋村江莉奈：塩類集積がケンタッキーブルーグラス（Poa pratensis L.）の生育に及ぼす影響
福田はるか：ニワトリ 7日胚の生殖巣生殖細胞（GGCs）の移住能に関する研究
鈴木　麗：ニワトリの培養体細胞に対する環状DNA導入条件の検討
齋藤直人：疎植栽培における 1株植付本数が飼料用イネの乾物生産に及ぼす影響
静岡大学農学部
佐藤利未：貨幣経済の浸透は自然と社会の関係をどう変えたのか？―静岡市井川地区における農林
産物を通じた人びとの生計の立て方の変遷から―
信州大学農学部
藤井佑太：温暖化環境下における常緑性と落葉性のブナ科実生の成長予想
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筑波大学農林技術研究　投稿規定
Tsukuba Journal of Agriculture and Forestry
1 .「筑波大学農林技術研究」は、農林技術センターを利用した、もしくは農林技術センターの活動に
資するところが顕著と考えられる農林学等に関する総説、原著論文、技術報告および資料を掲載
する。
（1）総説は、研究および技術の概況・沿革・展望などをとりまとめたものとする。
（2）原著論文は、農林学等に関連深い基礎的あるいは応用的研究であり、独創性のある学術上の
新知見を含み、論文として完結した体裁を整えているものとする。
（3）技術報告は、実用性の高い技術に関するものとする。
（4）資料は、農林学に関する新たな情報や資料とする。
2 . 筆頭著者は、筑波大学の教員、職員および学生とする。
但し、編集委員会が認めたときはこの限りでない。
また、学生が単独で投稿する場合には、投稿時に指導教員の確認書を添付する。
3 . 投稿原稿は、和文または英文とし、未発表のものに限る。
英文原稿全文および和文原稿のAbstractは、著者の負担により英文校閲を受けたものとする。
4 .「筑波大学農林技術研究」は、電子媒体で出版し、農林技術センターのHPおよびつくばリポジト
リ（Tulips-R）で公表する。この場所以外でのweb公開などを禁ずる。
5 . 提出原稿の本文は、原稿作成要領に基づきコンピューターソフト（Microsoft Wordが望ましい）で
作成する。
6 . 原著論文および技術報告は、図表を含め原則として刷り上がり10ページ以内とし、総説および
資料は、図表を含め原則として刷り上がり15ページ以内とする。
7 . 投稿原稿の審査と採否
投稿原稿の審査は編集委員会が委嘱した学内外の審査員が行い、審査結果に基づいて編集委員会
が採否を決定する。
10. 原稿は、電子ファイルで投稿する。
11. 著者負担費用は以下の通りとする。
（1）原稿の投稿料は無料とする。
（2）超過ページ料として、原著論文および技術報告については刷り上がり10ページを越えた分
について、総説および資料については刷り上がり15ページを越えた分について、 1ページに
つき5,000円の割合で負担する。
（3）カラー図・表など、別途費用がかかる場合は実費負担とする。
（4）別刷は有料とする。
12. 原稿および編集に関する問い合わせは、農林技術センター教育研究企画班が担当する。
13.「筑波大学農林技術研究」に掲載された原稿の著作権は、筑波大学農林技術センターに帰属する。
14. この投稿規程の改訂は、筑波大学農林技術研究編集委員会の議を経て行う。
15. 最終原稿の締切日は編集委員会の指定した日とする。
16. 著者校正は初稿のみとし、原則として原稿内容の変更は認めない。
17. 原稿の提出先、その他編集についての問い合わせ先は下記のとおりとする。
農林技術センター教育研究企画班
E-mail：kk@nourin.tsukuba.ac.jp
Tel :029-853-2596, Fax : 029-853-6205
平成24年 7 月19日制定　　
平成24年10月 5 日一部改訂
平成27年 7月31日一部改訂
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筑波大学農林技術研究　原稿作成要領
Tsukuba Journal of Agriculture and Forestry
1 . 文書作成ソフトウェア入力
（1）A4版用紙に上下左右各35mmの余白をとり、原則としてMSワードで原稿を作成する。
（2）和文原稿の場合は 1ページ21行、 1行22文字（全角）で作成する。フォントの種類はMS明朝、
フォントサイズは10.5ポイントとする。
（3）英文原稿の場合は１ページ21行で作成する。フォントの種類はTimes New Roman、フォント
サイズは10.5ポイントとする。
（4）和文原稿は原則として全角の書体を用いる句読点は全角の“、 。；：”などを使用する。句点
に“．”を使用しない。カタカナ、“・？～％”も全角とする。但し、アルファベット、数字、／
は半角とする。
（5）英文原稿は原則として半角の書体を用いる。
（6）和文原稿にあっても“（ ）｢｣”は半角を使用する。
（7）原稿には各ページ下中央部にページ番号を付すとともに、ページごとに行番号をつける。
2 . 原稿の記載順序
（1）和文原稿の場合
a．研究論文、技術報告および資料
表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、緒言、材料および方法、結果、
考察、謝辞、引用文献、英文表題、著者名（ローマ字）、Institution、 Address、Zip code、
Country、Abstract、Key words、表、図
b．総説
表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、本文、引用文献、表、図
（2）英文原稿の場合
a．研究論文、技術報告および資料（Original article、Technical report、Reference）
Title、Names of author（s）、Institution、Address、Zip code、Country、Abstract、 Key words、
Introduction、Materials and Methods、Results、Discussion、Acknowledgements、References
和文表題、著者名、所属、郵便番号、住所、要旨、キーワード、
Tables Figures
b．総説（Review article）
Title、Names of authors、Institution、Address、Zip code、Country、Abstract、Key words、
Body of the article、References、Tables、Figures
3 . 表題、著者名、所属
（1）表題として連報は認めない。
（2）Titleは前置詞、冠詞、接続詞以外は大文字で始める。
（3）著者名のCorresponding authorには右肩に＊を付す。なお、単著者の場合も＊を付す。
（4）Names of author（s）の記載はFirst nameは先頭の文字のみを大文字とし、Family nameは全文字
を大文字とする。
（5）所属機関名は略記しない。著者の所属機関が複数の場合は全著者の右肩に1、2を付け、所属
を記入する。日本以外の機関に所属する著者は国名も記入する。
（6）著者名の記載されているページの脚注にCorresponding authorの所属、住所、電子メールアド
レスを記入する。
4 . 要旨、キーワード
（1）要旨は改行しない。また、図表や文献を引用しない。和文の場合は400字以内、英文の場合
は250語以内とする。
（2）キーワードは 6語以内とし、和文では五十音順、英文ではアルファベット順とする。
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（3）Key wordsに記載する単語はいずれも大文字で始める。
5 . 用語
（1）学術用語以外は原則として常用漢字を使用し、平易、簡潔な文章とする。暦年は西暦で記載
する。
（2）図、表に統一し、第＊図、第＊表としない。写真は図とする。
（3）物質名は原則として塩酸、エタノールのように名称を記入し、化学式で記載しない。
（4）略字、略号を用いるときは、最初にそれが出てくる場所で、例えば“個体群成長速度（CGR）”、
のように正式名称とともに記入する。
（5）数字は原則としてアラビア数字を用いる、但し、一部分、二三の例のような熟語には漢字を
使用する。また、“1,000”のように位取りの“,”は使用しない。
（6）表示単位は原則としてSI単位を使用する。
（7）本文中の項目細別記号は、1、2、3、･･･；（1）、（2）、（3）、･･･；a、b、c、･･･；（a）、（b）、（c）、
･･･の順に使用する。
（8）学名のうち、属名および種名はイタリック体とし、命名者名やvar.などの語はローマン体と
する。
6 . 引用文献
（1）記載順序は筆頭著者の姓のアルファベット順とする。同一筆頭著者のものは年次順とする。
同一筆頭著者で同一年次のものは年次の後にa、bなどを付す。
（2）引用文献リストの頭に番号はつけない。
（3）和文文献では姓と名の間を空けない。英語文献では姓以外はイニシャルとする。同一著者、
同一表題が続くときでも略さない。
（4）雑誌名は略さず記入する。
（5）本文中の文献引用形式は、例えば著者が 2名までは、筑波・茨城（1995）、Tsukuba and Ibaraki
（1995）、 3名以上は（筑波ら 1998）、Ibarakiら（2000a）のように記載する。
引用文献記載例
（雑誌）
藤川智紀、高松利恵子、中村真人、宮崎 毅（2007）農地から大気への二酸化炭素ガス発生量の変動
性とその評価．日本土壌肥料学雑誌 78:487－495.
Takahashi W, Vu NC, Kawaguchi S, Minamiyama M and Ninomiya S（2000）Statistical models for prediction
of dry weight and nitrogen accumulation based on visible and near-infrared hyper-spectral reÀectance of rice
canopies. Plant Production Science 3:377-386.
（書籍）
天野洋司（1994）日本の土壌.松坂泰明、栗原淳（監修）、土壌・植物栄養・環境事典.
博友社、東京. pp 52-57.
Simmonds NW and Smart J.（1999）Principles of crop improvement. Second edition.
Blackwell Science, Oxford. pp27-35.
（オンライン）
南 泰 明（2006）シ ク ラ メ ン 開 花 に 及 ぼ す 植 物 ホ ル モ ン の 効 果. 開 花 調 節, DOI 10.
1012/s011200550058.（参照 2012年 7 月27日）
Vain P（2007）Thirty years of plant transformation technology development. Plant Biotechnology Journal,
DOI: 10.1111/j.1467-7652.2006.00225.（Accessed July 3, 2012）
7 . 図表
（1）図表は別紙とし、A4版用紙 1枚に一つの図もしくは表を、用紙の中央に配置する。
（2）図表は原則として統計処理に関する記述を含むこととする。
（3）和文の場合、図表の表題、図の軸の説明は和文とする。
（4）図の縦軸の見だしは軸に沿って下から上に横書きとする。
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（5）図の表題は図の下、中央部に記し、その下に注を記載する。
（6）表の表題は表の上、中央部に記し、注は表の下に記載する。
（7）図の原図は軸の見出し、凡例を含めて直ちに製版できるように作成する。なお、図を囲む枠
は使用しない。
（8）表は横線のみを使用し、縦線は使用しない。
（9）図表は本文中に入れない。本文における挿入位置は原稿右欄外に指定する。
8 . 脚注
（1）著者名と図表の注に使用する記号は半角の上つき文字、“*、**、1、2”とし、“ x、y、z”は使用
しない。
（2）統計的有意差を示す記号は原則として“a、b、c、･･･”を使用し、脚注には用いた検定方法お
よび棄却水準を明記する。
9 . 提出用電子ファイル
（1）論文が受理された場合、完成原稿 1部を「筑波大学農林技術研究」編集委員会に提出する。あ
わせて、原稿および図表のファイルを電子メールに添付して編集委員会に提出する。なお、
これらのファイル容量が 5MBを越える場合は筆頭著者名、保存ファイル名を明記した電子
媒体に保存したものを提出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年 7月19日制定
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